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T O P I C S
稲作り体験教室収穫祭を開催しました

　みんなのよい食プロジェクト　稲作り体験教室の収穫祭が開催され１７家族６１人をは
じめとして、成田市農政課、JA全農千葉、農林中央金庫千葉支店、JA共済連千葉な
ど総勢１００名以上が参加しました。
　当日は絶好の稲刈り日和となり、圃場ではコンバインを使った稲刈りの実演が行わ
れ、青壮年部による稲刈りのレクチャーを受けた参加者は、自分達が植えて育てた稲
の収穫に励みました。参加者からは「腰が痛くなった」「稲刈り作業がこんなに大変
とは思わなかった」という声が聞かれました。
　稲刈り終了後は、倉庫で藁投げ大会が開催され、年代別の優勝者にはコシヒカリの
新米が贈られました。また、ジュースや熱田農園特性のアイスクリームなどが配られ、
参加者たちは乾いた喉を潤していました。帰りには当JAオリジナルの干し芋「甘芋ん」
が配布され、受け取った家族から喜ばれていました。

年金友の会 ゴルフ大会を開催しました
　第２９回年金友の会ゴルフ大会が白鳳カントリークラブ
で開催され、晴天無風のゴルフ日和のなか、１７組６５名の
会員が参加しプレーを楽しみました。
　澤田哲さんが見事優勝し、齊藤年金友の会会長からト
ロフィーと記念品が贈られました。準優勝は日暮健さん、
３位には小川嘉樹さん、ベストグロス賞は神嵜善司さん
になりました。

9月30日

10月11日

優勝した澤田哲さん（右）と
年金友の会の齊藤均会長（左）
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市内小学校でサツマイモの疑問に答えました

美郷台小学校と久住小学校が体験学習に訪れました

　成田市が市内の小学校３年生向けの教材として「農家の仕事」という冊子で農業に
ついて学習しています。その中で「サツマイモ」を取り上げていることから、本城小
学校と公津小学校でJAや生産者への質疑応答が行われました。本城小学校は54人の
児童の質問に栗原組合長、窺園芸課長、農家代表として瀧澤隆義理事が、また地元き
ずな会の髙木さんと石原さんが、公津小学校では18名の児童の質問に窺園芸課長と
畑ヶ田の石井勝祐さんが答えました。
　児童の皆さんは非常に良く勉強していて、数多くの質問がありました。さらには
JA、生産者などそれぞれの立場で回答しましたが、児童の奥の深い質問に感心して
いました。

　市内の小学校２年生には「町たんけん・町には　はっけんがいっぱい」の授業があ
ります。美郷台小学校の児童17名が中央支所に、久住小学校２年生の児童７名が久住
支所に来所しました。
　中央支所では３班に分かれて来所した児童たちに、髙橋薫課長がJAで行っている
仕事を様々な資料を使って説明しました。また、「どんなものを作っていますか」や「ど
んな時、うれしいですか」などの児童達が考えた質問に答えました。
　久住支所では出山拓主任がJAで行っている仕事の説明や、児童たちが準備してき
た質問に答えました。また体験として米１袋（30㎏）の重さや、当JAで作っている「甘
芋ん」の試食をするなど、地元のJAが行っている事を学んで頂きました。

10月6日

10月13日9月28日

公津小学校の様子

JAの仕事の説明や、児童からの質問に答える中央支所の
髙橋課長（右端） 児童にJAの仕事を説明する久住支所の出山主任（右端）

本城小学校の様子

T O P I C S

小学校でサツマイモに
ついて皆で考えた

質問に農家やJAとして
答えました。

9月28日
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ナシの出荷が始まりましたさつま芋の日イベントを開催しました
　宝田農産物直売所で「さつま芋の日イベント」が開催さ
れ、大勢のお客様が来店しました。１,０００円購入毎に豪華
景品が当たるガラポンによる抽選会や、100円での焼き芋
販売、１袋200円でのサツマイモ詰め放題、また無料豚汁
の配布などが行われました。来場者は直売所に並んだ秋の
味覚を堪能するとともに、イベントを楽しんでいました。

　スマイルサポーター
とLA（ライフアドバ
イザー）のロールプ
レイング大会が行わ
れ、スマサポ部門では
遠山支所の幸嶋主任が、
LA部門では遠山支所
担当の出山LAが優勝
しました。
　２人は10月24日に開
催される千葉県大会に
JA成田市代表として
出場しました。

　第39回酒々井町長杯少年野球大会が
酒々井町の総合運動公園野球場等で行わ
れ、開会式では幡谷専務が激励の挨拶を
しました。
　大会は16チームが参加し、決勝戦は10
月７日に行われ、
三里塚ライナーズ
が優勝しました。
　JA成田市は地
域貢献活動として
この大会に協賛し
ています。

9月27日

10月13日

9月23日

スマサポ・LAのロープレ
コンクールを開催しました

第39回酒々井町長杯　
少年野球大会に協賛しました

　今月の表紙は酒々井町の川島帆乃華ちゃん、大知くん、侑也くんの三姉弟です。帆乃華ちゃんと大知
くんは双子の姉弟です。
　帆乃華ちゃんは少々人見知りですが弟達の面倒見がよく頼れるお姉ちゃんです。すべり台と食べ物は

チーズが大好きです。
大知くんは色々なことに興味を持ち、人見知りも無く誰からも好
かれます。バスなどの乗り物と、食べ物はブドウが大好きです。
侑也くんは０才ですが、とても表情が豊かで早くからしゃべろう
と頑張っています。手がかからない非常に良い子だそうです。
休みの日は近隣地区の公園に行って、遊具で遊んでいます。
ご両親は「姉弟３人仲良く、健康で素直な子に育ってほしい」と
語っていました。
【 父 】　裕貴さん　　　【 母 】　茉莉さん
【祖父】　清水義雄さん　【祖母】　清水啓子さん

酒々井町墨〜今月の表紙〜
スマイルキッズ 川島 帆

ほ
乃
の
華
か
ちゃん（2歳） 大

だい
知
ち
くん（2歳） 侑

ゆう
也
や
くん（0歳）

T O P I C S

大
人
気
！
さ
つ
ま
芋

詰
め
放
題
の
コ
ー
ナ
ー

ガ
ラ
ポ
ン
の
豪
華
景
品

無
料
の
豚
汁
も

あ
り
ま
し
た

百
円
で
焼
き
芋
を

販
売

混
雑
す
る
店
内

演技を披露する出山剛士
LA（上）と幸嶋花観主任

（下） 参加選手たちを前に激励をする
幡谷専務（手前）

（左から）大知くん、裕貴さん、祖父の清水義雄さん、
侑也くん、帆乃華ちゃん、茉莉さん、祖母の清水啓子さん
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好評連載‼ お役に立ちます「税金情報」
インボイス制度支援措置

　令和５年10月１日よりインボイス制度がスタートしました。今回は、免税事業者である事業者がインボ
イス発行事業者になった場合に税負担を軽減する措置として創設された「２割特例」についてご紹介します。
１．２割特例の概要
　�　インボイス制度の導入を機に免税事業者からインボイス発行事業者として課税事業者となられた方に
ついては、課税売上に対する消費税額の２割を納付税額とすることができます。

２．対象となる事業者
　�　インボイス制度の導入を機に免税事業者からインボイス発行事業者として課税事業者になられた方で、
２年前（基準期間）における課税売上高が１,０００万円以下の事業者（本来なら免税事業者）の方です。

３．適用できる期間（個人事業者）
　�　インボイス発行事業者として令和５年10月から課税事業者になった場合は、令和５年分（10月～12月
分）の申告から令和８年分の申告までの計４回の申告が２割特例適用の対象となります。

４．申告時における選択適用のイメージ【財務省HPより】

５．検討
　簡易課税制度における農業の業種区分は、飲食料品は
第二種事業（みなし仕入れ率80％）、非飲食料品は第三
種事業（みなし仕入率70％）ですので、簡易課税を選択
するまでもなく２割特例を適用することになると思いま
す。また、農業用機械の購入がある場合などは、本則課
税の方が有利になることもあり、場合によっては還付を
受けられることもあります。申告時に、２割特例と本則
課税の両方の税額を計算してみて、どちらを選択すべき
かを検討する必要があります。

毎月JA成田市で無料税務
相談を行っております
（要予約）。

詳しくは
JA成田市生活課まで
℡.0４7６（23）0091

伊藤・細矢税理士法人
伊藤正彦 税理士

注目

　　　具体例　売上700万円（税額70万円）　※農業（飲食料品以外）
経費150万円（税額15万円）

本則課税の場合　70万円－15万円＝55万円 納税額55万円

21万円

14万円２割特例の場合　70万×2割＝14万円

簡易課税の場合　70万円－49万円=21万円
　　　　　　　　※第三種事業　70万円×70％＝49万円　
　　　　　　　　　簡易課税制度については届出が必要です。
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水稲
情報　令和５年産米の10月12日現在の集荷実績は、出荷契約数量１０５,１５７.９俵に

対し、１０７,６７4.９俵（集荷率１０２.4％）となっております。あらためまして生
産者の皆様へは、本年度の集荷・検査において多大なるご理解、ご協力をいただき、誠に
ありがとうございました。また、管内の米の品質につきましては、１等比率５９.５％となり、
他の生産地と同様に乳白米の発生が多い状況でありました。また、カメムシの吸汁による
被害も、格付けを下げる要因となっております。

●令和５年産米について

平日 10：00〜19：00
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　組合員・利用者の皆さまには、日頃より当JAの各事業には格別のご理解

とご協力をいただきまして、誠にありがとうございます。

　さて、当JAでは、皆様に信頼されるJA・健全な地域金融機関を目指し、

持続可能な経営基盤の確立強化に取り組んでおります。

　この度、その一環として複雑化が増すなか、より高度な専門性を必要と

する貸出業務に対応できる人材を育成し、貸出業務（金融仲介機能）を強

化するため、融資体制を変更させていただくことになりました。

　皆様には大変ご不便をお掛けいたしますが、役職員一同サービス向上に

一層努力してまいる所存でございますので、今後とも変わらぬご愛顧を賜

りますようお願い申し上げます。

令和５年11月

成田市農業協同組合

組合員・利用者の皆さまへ

融資体制変更のご案内

重�要�な�お�知�ら�せ

１．融資体制変更の内容

１．実施日

①久住支所貸出業務を中央支所へ移管
②酒々井支所貸出業務を公津支所へ移管
　�※一部商品は除きます。（カードローン、当座貸越）

令和５年12月１日㈮

◇公�津�支�所　☎0476（26）9121　　◇中�央�支�所　☎0476（22）6712
◇久�住�支�所　☎0476（36）1101　　◇酒々井支所　☎043（496）0291
◇遠�山�支�所　☎0476（35）0511

◆ご不明な点がございましたら、渉外担当者またはお取引支所までお問合せ下さい。
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産業まつり
JA成田市からのお知らせ	

ＪＡ成田市のブースを昨年よりパワーアップして出店します❕

★その1　お待ちかね！ JA成田市青壮年部のつきたて餅を

★その2　評判が高い、JA成田市女性部手造りの「成田味噌」や�
��������������その他加工品を販売いたします。

その他会場では・・
●成田市の商工業をPRする催し　●農産物共進会
●高所作業車の体験コーナーや警察車両の展示（18日）
●消防車両や学生フォーミュラの展示（19日）
●お子様向けのうなりくんスライダー（雨天中止）　●物販
●飲食物の販売等　●マグロの解体ショー（19日）
★ステージではキャラクターイベントや和太鼓の演奏、音楽やダンス等が行われます。　
★福島県浪江町の「なみえ焼きそば」も出店します。
★�卸売市場の関連食品棟や仲卸業者も営業しますので、お買い物もお楽しみいただけます。
★先着でクイズラリーもあり、参加者には農産物を参加賞として差し上げます。

　なお、会場内の駐車場は混雑が予想されます。旧川上小学校を臨時駐車場にしておりますので、
混雑時はご利用ください。
※雨天時は、イベント内容の変更または一部中止となることがございます。

皆さんのお腹を満たす、暖かく柔らかくておいしい
「つきたてのお餅」を４年ぶりに販売。様々な味を揃えて
お待ちしています。

販売いたします！
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　　　　　　　　　　　　　　　　◇公�津�支�所　☎0４7６（2６）9121
◇久 住 支 所　☎0４7６（3６）1101　 ◇遠�山�支�所　☎0４7６（35）0511
◇中 央 支 所　☎0４7６（22）６712　 ◇酒々井支所　☎0４3（４9６）0291

成田市の各支所へ
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く
、
夜

間
は
外
気
に
近
い
温
度
に
な
り
ま
す
。
冬

か
ら
春
に
か
け
て
は
気
温
上
昇
期
に
当
た

り
、
容
易
に
30
度
を
超
え
る
た
め
、
温
度

が
上
が
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
換
気
が
必
要

で
す
。
資
材
は
穴
の
な
い
フ
ィ
ル
ム
で
は

裾
を
大
き
く
開
け
た
り
、
開
け
る
穴
の
数

を
増
や
し
た
り
し
て
、
春
に
向
け
て
徐
々

に
換
気
量
を
増
や
し
ま
す
。
有
孔
フ
ィ
ル

ム
を
使
用
す
れ
ば
日
中
の
高
温
は
防
げ
ま

す
（
図
３
）。
ト
ン
ネ
ル
内
を
さ
ら
に
べ

た
が
け
資
材
で
被
覆
す
れ
ば
厳
寒
期
の
霜

害
予
防
に
な
り
ま
す
。

［
間
引
き
］
初
め
は
本
葉
が
見
え
る
頃
に

子
葉
の
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
間
引
き

ま
す
。
そ
の
後
、
葉
が
触
れ
合
う
程
度
に

間
引
き
、
最
後
に
５
、
６
㎝
程
度
に
し
ま

す
。
間
引
き
後
は
株
の
ぐ
ら
つ
き
を
防
ぐ

た
め
、
株
元
に
土
寄
せ
し
ま
す
（
図
４
）。

［
病
害
虫
の
防
除
］
害
虫
の
発
生
は
少
な

く
、
病
気
で
は
白
さ
び
病
が
発
生
し
た
と

き
は
、
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
な
ど
の
農

薬
で
防
除
し
ま
す
。
生
育
期
間
が
短
い
の

で
、
農
薬
の
使
用
は
生
育
初
期
に
限
り
ま

す
。

［
収
穫
］
草
丈
20
～
25
㎝
程
度
で
根
を
付

け
て
抜
き
取
り
収
穫
を
し
ま
す
（
図
５
）。

収
穫
が
遅
れ
る
と
葉
が
堅
く
な
り
食
味
も

落
ち
ま
す
。
な
お
、
外
葉
か
ら
必
要
な
だ

け
か
き
取
れ
ば
、
長
期
に
収
穫
で
き
ま
す
。

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。
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茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴
（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

永
井
智
一
（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

サンマとマイタケの
　� 炊き込みご飯

ゆで豚のおろし
　キノコサラダ風

材料（4人分）

材料（3人分）作り方

作り方
（１）�サンマは頭と尾、内臓を取り除き半分に切って塩焼きに

する。

（２）�米を研ぎ20分ざるあげしてから、炊飯器にAの材料を合
わせ、研いだ米を20分浸水する。

（３）�炊飯器にだし昆布を入れ、その上に（１）のサンマと小
房にしたマイタケ、ショウガをのせ炊飯する。

（４）�炊き上がったらサンマと昆布を取り出し、サンマの中骨
を取り除き炊飯器に戻し、混ぜ合わせて出来上がり。

（１）�豚バラブロックは２００ｇ×３にカットする。エノキタケは
石突きを取り３等分にしてほぐしておく。小松菜は３㎝
に切っておく。

（２）�豚肉を下ゆでする。鍋に水をたっぷり入れ、Aと共に豚
肉を軟らかくなるまでゆでる（※圧力鍋を使うと時短で
きます）。軟らかくなった豚肉を取り出し、同じ鍋で小松
菜をさっとゆでる。

（３）�キノコのたれを作る。ボウルにBを合わせ、別鍋でゆで
たエノキタケ、ナメコを混ぜ合わせる。

（４）�皿に小松菜を敷き、豚肉をのせ、（３）のたれをかけ出来
上がり。

豚バラブロック�………………………� ３００ｇ
小松菜�……………………………………�１／２わ
エノキタケ�………………………………�１００ｇ
ナメコ�……………………………………�１００ｇ
ネギ（青いところ）………………�適宜
皮付きショウガスライス�……�３枚程度
塩�……………………………………�少々
料理酒………………………………�適宜
大根おろし�…………………………�２００ｇ
ゆずこしょう……………………�小さじ１
オリーブ油（エクストラバージン）……�大さじ１

A

B

サンマ�……………………………………�２尾
ショウガ（千切り）………………………�少々
米�………………………………………� ３００ｇ
だし昆布�…………………………………�１枚
マイタケ�…………………………………�２００ｇ
塩�…………………………………………�適宜
水�…………………………………�２７０ml
料理酒�…………………� 大さじ１と１／２
しょうゆ�………………………�大さじ１
塩�……………………………� 小さじ１／２

A
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読
者
の
ス
ペ
ー
ス

川
柳
・
俳
句
・
短
歌

野
仏
の
目
鼻
優
し
き
小
春
か
な

�

酒
々
井
町
上
本
佐
倉　
　
　
　

榎　

利
美

雨
上
り
引
き
て
手
強
き
葛
の
蔓

�

成
田
市
長
田　
　
　
　
　

平
岡　

美
智
子

蟋こ
お

蟀ろ
ぎ

の
コ
ー
ラ
ス
や
さ
し
老
ゆ
る
耳

�

八
千
代
大
和
田
新
田　
　
　

小
田　

慶
喜

ふ
る
さ
と
に
懐
か
し
さ
呼
ぶ
秋
祭
り

�

八
千
代
市
大
和
田
新
田　
　

小
田　

和
子

い
つ
の
ま
に
秋
の
気
配
を
感
じ
ま
す

　

夏
季
の
だ
い
だ
い
み
か
ん
の
黄
色

�

成
田
市
飯
田
町　
　
　
　
　

伊
能　

芳
雄

秋
澄
み
て
綿
雲
の
ど
か
に
流
れ
行
く

�

成
田
市
北
須
賀　
　
　
　
　

山
﨑　

繁
男

風
流
れ
木
犀
の
香
に
居
間
充
ち
る

�

酒
々
井
町
飯
積　
　
　
　
　

梅
澤　

波
葉

孫
の
描
く
似
顔
絵
を
掛
け
敬
老
日

�

成
田
市
長
沼　
　
　
　
　
　

塚
本　

恵
子

満
月
の
明
か
り
に
さ
そ
わ
れ
夜
散
歩

�

成
田
市
長
沼　
　
　
　
　

山
田　

美
代
子

新
米
の
弾
む
旨
味
に
手
を
合
わ
し

�

成
田
市
飯
仲　
　
　
　
　
　

村
島　

庄
次

米
づ
く
り
生
業
と
し
て
米
寿
す
ぎ

　

や
っ
と
年
貢
の
納
め
ど
き

　

農
機
具
も
年
老
い
て
も
う
動
く
の
は
嫌
だ
と

云
っ
て
お
り
ま
す
�

�

成
田
市
竜
台　
　
　
　
　
　

小
倉　

貞
童

稲
刈
り
後
水
田
耕
起
ト
ラ
ク
タ
ー

　

え
さ
を
さ
が
し
て
鳥
が
む
れ
な
す

�

成
田
市
幡
谷　
　
　
　
　
　

檜
垣　

壽
夫

こ
ぼ
れ
萩
白
敷
き
つ
め
て
朝
の
庭

�

成
田
市
宝
田　
　
　
　
　
　

吉
田　

和
子

縁
側
で
妻
に
か
た
む
け
月
見
酒

�
成
田
市
吾
妻　
　
　
　
　
　

岩
澤　

幸
雄

新
米
の
あ
ま
さ
ほ
っ
こ
り
至
福
か
な

�

成
田
市
宝
田　
　
　
　
　
　

山
田　

寿
恵

②日光の紅葉の名所。48
個のカーブがあります

⑤——大敵、運転中は気を
引き締めて

⑦白——に身を包んだ花嫁
さん

⑧ジョギングや水泳、筋ト
レなどはこの一種

⑩ハウスを使わずに作物を
育てる——栽培

⑫考える時にひねるもの
⑭応用に移る前にしっかり

と
⑯1カ月の後ろ３分の１
⑱ペンのはキャップと呼ぶ

こともあります
⑳東京都中央区の地名。豊

洲へ移転した東京都中央
卸売市場があった場所

�2人でおそろいの服を着
ます

①甘柿の王様と呼ばれるこ
ともあります

②屋内のこと。——派
③ボンレス——。——サン

ド
④漢字では石榴、柘榴など

と書く果物
⑥たき火に手をかざして取

ります
⑨飲んで食べて話して楽し

みます
⑪山野で生まれ育ったヤマ

ノイモ
⑬奇術師が披露するもの
⑮ベンチよりふかふかして

います
⑰富士山の山頂を白くしま

す
⑲漬物やワインを詰めます

➡タテのカギ ➡ヨコのカギ
CROSSWORD-PUZZLE
〜クロスワードパズル〜【出題：ニコリ】

二重マスの文字をならべるとある言葉になります。

各コーナーのご応募の宛
先・宛名は…
〒２８６－００１３ 成田市美郷台三
丁目16番地6、成田市農業
協同組合広報みのり係まで
官製はがきにてご応募くだ
さい。
11月15日消印有効。

クロスワードの応募の方は…
①郵便番号、住所　②電話
番号　③氏名　④答え
　抽選で１０名の方に「クオ
カード（１，０００円分）」をプレ
ゼント。

【今月のヒント】
こたつやストーブの

点検を

【先月号の答え】
カラスウリ

〔
先
月
の
当
選
者
〕（
敬
称
略
）

成田市北須賀� 土　井　　　悟
成田市宝田� 飯　田　理　恵
成田市長沼� 山　田　和　子
成田市北羽鳥� 加　藤　彩　花
成田市幡谷� 根　本　弘　子
成田市駒井野� 岡　野　佳　菜
成田市吉倉� 多　田　利　美
成田市東和泉� 成　毛　博　子
成田市赤荻� 寺　内　　　実
酒々井町東酒々井� 奥　山　道　子

令
和
５
年
10
月
15
日
現
在
の
作
品
（
敬
称
略
）成田市久米

佐々木　和子
酒々井町東酒々井
奥山　道子
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読
者
の
お
た
よ
り

　
10
月
は
、
私
の
誕
生
月
で
す
。「
欲
し
い
物
あ
る
？
」
夫
に
聞
か
れ
た
が
、

す
ぐ
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
。
自
分
で
も
問
い
か
け

て
み
る
。
や
っ
ぱ
り
思
い
つ
か
な
い
。
し
い
て
言
え
ば
柔
軟
剤
だ
。
ハ
ン
ド

ソ
ー
プ
の
詰
め
替
え
も
無
い
し
、
ゴ
ミ
袋
の
買
い
置
き
も
必
要
。
私
っ
て
つ

ま
ら
な
い
奥
さ
ん
か
な
ぁ
～
と
ふ
と
思
う
。
と
同
時
に
満
た
さ
れ
て
い
る
日

常
に
気
が
付
い
た
。
そ
れ
も
こ
れ
も
全
て
は
夫
の
お
陰
。
あ
り
が
と
ね
。
毎

年
こ
う
や
っ
て
10
月
を
迎
え
た
い
。

�

成
田
市
山
口　
　
　
　
　
　

増
田　

宏
美

　
急
に
朝
夕
冷
え
込
む
よ
う
に
な
り
、
紅
葉
が
見
ら
れ
ま
す
ね
。
カ
ラ
ス
ウ

リ
も
オ
レ
ン
ジ
な
の
で
足
を
止
め
て
見
て
い
ま
す
。
く
も
状
の
白
い
花
は
す

ば
ら
し
い
で
す
。
♪
ま
っ
か
だ
な
、
ま
っ
か
だ
な
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
っ
て
ま
っ

か
だ
な
・
・
口
づ
さ
む
ひ
と
と
き
♡

　
ま
た
、
運
動
会
で
は
子
供
達
の
力
走
。
た
く
さ
ん
の
種
目
を
次
々
と
こ
な

し
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
感
無
量
。
ゴ
ー
ル
し
た
時
の
笑
顔
。
力
を
合
わ
せ
て

ダ
ン
ス
を
完
結
。
す
ば
ら
し
い
エ
ー
ル
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
‼
あ
り
が

と
う
。
こ
れ
か
ら
の
増
々
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

�

成
田
市
松
崎　
　
　
　
　
　

保
延　

範
子

　
虫
の
音
に
も
秋
の
深
さ
が
し
の
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
は
と
て
も
暑
い
暑
い
夏
で
し
た
。
秋
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
も
う
今
年

も
後
半
に
な
り
ま
し
た
。
早
さ
も
感
じ
ま
す
。
実
り
の
秋
、
そ
し
て
紅
葉
と

身
近
な
秋
を
発
見
し
な
が
ら
日
々
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
散
歩
し
な
が
ら
出
会
っ
た
花
の
思
い
を
書
き
ま
し
た
。
赤
赤
と
燃
え
る
よ

う
な
彼
岸
花
が
目
に
入
っ
た
様
子
で
す
。

散
歩
道
赤
き
残
り
の
彼
岸
花　

�

酒
々
井
町
中
央
台　
　

間
野
目　

伊
津
子

　
毎
回「
み
の
り
」は
待
ち
遠
し
く
拝
見
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
最
近「
み

の
り
」
を
農
協
の
方
が
歩
い
て
１
件
１
件
配
っ
て
下
さ
っ
て
る
の
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
家
の
犬
で
、
私
の
名
字
を
わ
か
ら
れ
て
・
・
。
毎
回
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

酒
々
井
町
柏
木　
　
　
　

綿
貫　

す
ゞ
子

　
年
齢
に
達
し
、
出
席
で
き
る
と
楽
し
み
に
し
て
い
た
敬
老
会
。
台
風
、
コ

ロ
ナ
で
不
可
能
に
。
今
年
は
５
年
ぶ
り
の
開
催
で
初
参
加
！
小
学
生
の
自
己

紹
介
・
歌
等
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
手
の
こ
ん
だ
高
齢
者
の
作
品
展
も
数
多
く
、

す
べ
て
感
動
有
り
・・
。
特
に
千
葉
先
生
の
オ
カ
リ
ナ
演
奏
（
祝
福
の
朝
等
）。

優
し
い
響
き
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
お
か
げ
で
有
意
義
な
記
念
す
べ
き
敬
老
会
の
第
一
歩
の

ス
タ
ー
ト
に
。
今
後
も
楽
し
み
有
り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

成
田
市
新
妻　
　
　
　
　
　

石
橋　

直
子

　
「
あ
ら
ら
、
こ
ん
な
に
日
焼
け
し
ち
ゃ
っ
た
の
・
・
」
何
と
今
年
の
猛
暑

の
直
射
日
光
に
当
た
っ
た
あ
け
び
が
８
こ
、
茶
色
に
や
け
ど

4

4

4

し
て
い
ま
し
た
。

生
け
垣
の
中
の
あ
け
び
は
、
太
っ
て
う
す
紫
色
に
な
り
、
鈴
な
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
枝
が
電
線
に
か
か
っ
た
け
や
き
の
大
木
を
切
っ
た
ら
日
当
た
り
が
良
く
な

り
、
急
に
あ
け
び
の
実
が
た
く
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
実
が
美
し
い
紫

色
に
な
り
パ
ク
ッ
と
口
を
開
け
る
。
そ
し
て
何
と
も
言
え
な
い
甘
さ
を
味
わ

え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
や
っ
ぱ
り
、
太
陽
の
力
は
す
ご
い
な
あ
！

�

成
田
市
南
羽
鳥　
　
　
　

大
貫　

芙
久
美

　
十
月
に
入
っ
て
や
っ
と
涼
し
く
な
っ
た
。
あ
る
日
、
三
十
才
代
の
頃
働
い

て
い
た
仲
間
七
名
が
集
ま
り
、
食
事
会
が
あ
っ
た
。
皆
あ
の
頃
か
ら
数
え
て

み
た
ら
八
十
、九
十
才
に
近
い
年
令
に
な
る
の
で
五
十
年
に
も
な
る
大
事
な

お
友
達
で
す
。
私
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
は
、
最
高
の
一
ペ
ー
ジ
と
な

り
大
き
く
〳
〵
書
き
込
み
ま
し
た
。
又
、
も
う
一
度
こ
ん
な
会
が
開
か
れ
る

事
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

�

成
田
市
久
米　
　
　
　
　

佐
々
木　

和
子

　
庭
の
隅
っ
こ
に
、
ま
だ
子
供
な
の
か
小
さ
な
鳩
が
蹲
っ
て
い
た
。
何
カ
所

も
怪
我
を
し
て
い
た
、
猫
の
仕
業
だ
！
近
く
で
ジ
ー
と
猫
が
子
鳩
の
様
子
を

見
て
い
る
。
手
当
し
て
あ
げ
、
元
気
に
な
る
ま
で
家
で
世
話
し
て
あ
げ
る
こ

と
に
。
日
に
日
に
元
気
に
な
っ
て
エ
サ
も
良
く
食
べ
る
様
に
な
り
、
飛
ぶ
こ

と
が
で
き
る
か
心
配
だ
っ
た
け
ど
思
い
切
っ
て
外
に
出
し
て
手
を
離
し
た
。

瞬
間
勢
い
よ
く
空
に
飛
ん
で
行
く
姿
を
見
て
一
安
心
し
た
。
子
鳩
が
飛
ぶ
す

ぐ
後
か
ら
追
い
か
け
る
鳩
が
い
つ
の
ま
に
か
２
羽
並
ぶ
様
に
飛
ん
で
い
る
。

追
い
か
け
る
鳩
は
お
母
さ
ん
鳩
だ
っ
た
の
か
な
。
そ
れ
だ
っ
た
ら
良
い
け
ど
。

�

成
田
市
南
羽
鳥　
　
　
　
　

鈴
木　

春
江

　
今
朝
の
風
の
何
と
涼
し
い
こ
と
。
よ
う
や
く
本
格
的
な
秋
の
到
来
と
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？
早
朝
の
庭
で
落
ち
葉
を
掃
く
・
・
。
大
好
き
な
紫
苑
と
小

菊
を
手
折
り
仏
壇
用
に
供
え
る
。
そ
ん
な
私
の
携
帯
に
何
年
か
ご
無
沙
汰

だ
っ
た
方
の
訃
報
が
届
い
た
。
早
く
に
主
人
に
逝
か
れ
た
私
に
自
身
の
生
き

方
そ
の
も
の
で
、
励
ま
し
や
教
訓
を
下
さ
い
ま
し
た
。
私
の
こ
れ
か
ら
の
人

生
で
も
っ
と
も
っ
と
話
し
た
か
っ
た
方
で
し
た
。
遺
影
の
笑
顔
は
見
慣
れ
た

穏
や
か
さ
。〝
お
先
に
〟
と
ま
る
で
揺
れ
る
芒
の
綿
毛
に
乗
っ
て
手
を
振

る
よ
う
・
・
。〝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〟〝
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
〟
私

は
も
う
少
し
じ
た
ば
た
し
ま
す
。

〝
葉
げ
い
と
う
旅
立
つ
人
の
道
し
る
べ
〟

�

成
田
市
長
沼　
　
　
　
　
　

山
田　

和
子

　
昨
年
の
十
月
、
想
定
外
の
出
来
事
が
あ
り
、
家
族
、
兄
弟
、
友
人
に
心

配
を
か
け
た
。
お
陰
様
で
こ
う
し
て
元
気
に
み
の
り
へ
の
お
た
よ
り
が
出

せ
る
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
問
く
、
文
字
を
書
く
・
・
。
１
ヶ
月
が
あ
っ
と

い
う
間
に
や
っ
て
く
る
。
こ
れ
か
ら
は
鍋
の
季
節
を
楽
し
み
な
が
ら
、
冬

へ
の
備
え
を
す
す
め
て
い
こ
う
。

�

酒
々
井
町
東
酒
々
井　

嵯
峨
野　

む
つ
み

　
十
月
八
日
に
中
郷
地
区
の
敬
老
会
が
五
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

65
歳
以
上
の
地
区
の
皆
さ
ん
が
作
成
し
た
絵
画
、
手
芸
、
盆
栽
、
写
真
、

書
道
等
の
作
品
展
示
・
美
郷
台
小
に
通
う
中
郷
地
区
児
童
に
よ
る
発
表
・

三
線
や
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
・
民
舞
等
を
観
賞
し
ま
し
た
。
久
し
振
り
の
敬

老
会
。
出
席
し
た
方
々
は
満
足
げ
な
顔
で
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

�

成
田
市
関
戸　
　
　
　
　
　

澤
田　

照
子

　
９
月
号
で
大
賀
ハ
ス
の
事
に
ふ
れ
た
と
こ
ろ
〝
成
田
市
で
も
10
年
前
か

ら
み
ら
れ
る
〟と
の
情
報
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。嬉
し
か
っ

た
で
す
。
み
の
り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
感
じ
が
し
て
良
い
な
ぁ
と
‼
皇

居
の
一
角
に
も
〝
舞ま
い
妃ひ

蓮れ
ん
〟
と
い
う
ハ
ス
の
花
が
あ
り
（
制
限
エ
リ
ア
だ

そ
う
で
す
が
）、
こ
の
ハ
ス
の
両
親
は
大
賀
ハ
ス
と
、
１
９
６
０
年
に
上

皇
ご
夫
妻
が
訪
米
さ
れ
た
時
に
お
く
ら
れ
た
王
子
ハ
ス
だ
と
言
う
。
交
配

に
成
功
し
、
献
上
さ
れ
た
ハ
ス
は
皇
居
で
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
大
賀
博
士
は
「
ハ
ス
は
平
和
の
象
徴
な
り
」
と
‼

　
平
和
の
大
切
さ
、
そ
し
て
あ
た
り
ま
え
と
思
っ
て
い
る
日
々
の
貴
重
で

あ
る
事
を
痛
感
し
ま
す
。

�

酒
々
井
町
酒
々
井　
　
　
　

関
根　

恭
子

　
や
っ
と
朝
夕
は
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
秋
の
味
覚
も
出
そ
ろ
い
「
夏
痩

せ
」
も
せ
ず
「
食
欲
の
秋
」
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
き
の
こ
の
種
類
も
多

く
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
一
年
中
買
え
ま
す
。
し
い
て
い
え
ば
「
ま
つ
た

け
」
だ
け
は
こ
の
時
期
に
し
か
み
か
け
ま
せ
ん
。
我
家
の
食
卓
に
出
る
の

は
「
即
席
の
す
ま
し
汁
」。
け
っ
こ
う
良
い
香
り
で
す
よ
‼

�

酒
々
井
町
中
央
台　
　
　
　

犬
島　

正
子

17



〜JAからのお知らせ〜

❕JA成田市ケアセンター美郷より

　あっという間に秋になってしまいました。
　美味しいお米をはじめ、果物や野菜も彩りを変えて楽しみな季節です。季節の変わり目は体調
を崩しやすいので、美味しい物を食べたりして体力をつけるようにしてくださいね！

　JA成田市ケアセンター美郷では、秋の美郷オリンピックが開催されました。その様子を少し
の写真ですが、お伝えいたします。金銀銅のメダルを獲得されていました。
　いつでもご利用者様募集中です。
　日常的な介護をはじめ入浴・昼食・機能訓練や同世代の方との交流の場などを提供しています。
　身体の機能維持や日常生活などに不安が出てきた方は、ぜひご相談ください。

◆常に感染対策を行い、不安なく過ごせるように万全を期しております。
　元気で明るいスタッフがお待ちしております。見学の際はご連絡ください。

� 【お問い合せ】ケアセンター美郷　TEL.０4７６（２３）７７１１

　

【日程・場所】令和５年11月２0日㈪�　
　　　　　　 くらしの相談センター（本所１階）
※各種相談は必ず事前予約をお願いします。
【税務相談・法律相談】午前10時～12時まで（30分毎）�
【費　　　用】無　料
【お�申�込�み】生活課　TEL.０4７６（２３）００９１

今月の無料『税務・法律』相談
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【議決事項】
①大口貸出金条件変更について
②�「経営者保証に関するガイドライン」の�
取組みについて
③�マネロン対策強化にかかるリスク評価書の
見直しについて
④令和５・６年度職員中途採用方針について

他　報告事項　10点 ※�出資金名義、組合員資格等の変更がある場合は、
　各支所へご連絡ください。

理事会だより　～ 9月定例理事会～
３，００３人
４，０９４人

１０億２０１３万円
９２１億２０１７万円
２４９億９７０９万円
２７６３億７００９万円

１０億７５１９万円
１０億４８５２万円

■正組合員数
■准組合員数
■出資金
■貯金残高
■貸出金残高
■長期共済保有高
■購買品供給高
■販売品取扱高

（８月末現在）

JA葬祭より

JA虹の友
会�員�募�集�中

入会金
3,000円のみ
入会金以外の費用は
一切かかりません。

もしもの時…
まずはお電話下さい

JA成田市 生活課
☎0476-23-0091
任せて安心 JA葬祭

《年中無休 24時間受付》
A0120-58-0983

◆病院から御安置先へのご遺体搬送
◆虹のホール、八富成田斎場、
　さくら斎場、ご自宅、寺院、
　での葬儀のお手伝い
◆生花、盛籠、ギフト等のご注文
◆事前相談・無料お見積り

～真心こめてお手伝い致します～

会員特典のご案内
　◦設営費３万円割引
　◦供物の割引
　◦新盆棚の割引
その他特典ございます

（公財）成田市農業センター
〒286-0844　成田市宝田912番地1

ＪＡ成田市経済センター2階
  TEL 22-6581　FAX 22-6580

      Eメール　  nougyoucenter@ar.wakwak.com
      URL   http://www.narita-nougyoucenter.jp/

　　※対象は合併前の成田市内になります。

公益財団法人成田市農業センター

　担い手への農地集積・集約化や耕作放棄地
の解消を図るため、農地所有者と農業経営者
の間に立ち、農地の中間的な受け皿となる「農
地中間管理機構」が農地の集約化、経営規模
の拡大、新規参入を進めている取組み(農地中
間管理事業)です。
　千葉県では「公益社団法人 千葉県園芸協会」
(以下、機構) が農地中間管理機構の指定を受
け、業務の一部を市町村と連携し、旧成田市
については当農業センターが窓口業務を行っ
ています。

【農地中間管理事業】の取組み

農地中間管理事業
（千葉県園芸協会と市町村等が連携して行います）

農地中間管理機構（千葉県園芸協会）
①農地を借り受けます（農地中間管理権）
② 担い手がまとまりのある形で農地を利用できるよう

に配慮して貸し付けます
③ 機構が農地を借り受けてから、貸し付けるまでの間、

農地として管理します

農
地
の
出
し
手（
地
主
）

農
地
の
受
け
手（
担
い
手
）
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11

カ
タ
バ
ミ

　
　
（
カ
タ
バ
ミ
科
）

〜
第
二
八
一
章
〜

※遠山野草園は個人宅ですので見学希望者は事前にご連絡下さい。

●
発　
行
／
成
田
市
農
業
協
同
組
合

　
〒
２
８
６
︱
０
０
１
３ 

千
葉
県
成
田
市
美
郷
台
三
︱一
六
︱
六

●
発
行
日
／
令
和
５
年
11
月
１
日

●
編　
集
／
広
報
み
の
り
編
集
委
員
会

●
印　
刷
／
株
式
会
社
ラ
イ
フ

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／http://w

w
w

.ja-narita.or.jp

●E-m
ail

／soum
u01@

ja-narita.or.jp

●
事
務
局
／
企
画
管
理
部　
総
務
課

●
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
０
４
７
６
（
２
２
）
６
７
１
１

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
４
７
６
（
２
２
）
６
７
１
８

　

カ
タ
バ
ミ
の
黄
色
の
花
は
、
晴
れ
た
日
の
午
前
中

に
咲
き
、
夕
方
に
は
花
び
ら
を
閉
じ
、
曇
り
や
雨
の

時
も
開
花
し
ま
せ
ん
。
繁
殖
力
が
非
常
に
強
く
根
絶

が
難
し
い
の
で
、
雑
草
扱
い
さ
れ
る
事
も
あ
る
身
近

な
野
草
で
す
が
、
可
愛
ら
し
く
て
私
は
好
き
で
す
。

　

和
名
片か
た

喰ば
み

は
、
ハ
ー
ト
形
に
な
っ
て
い
る
葉
が
、

一
部
が
食
べ
ら
れ
て
欠
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ

と
が
命
名
の
由
来
で
す
。
五
弁
の
黄
色
い
小
さ
な
花

を
付
け
る
葉
や
茎
に
シ
ュ
ウ
酸
が
含
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、「
酢か
た
ば
み

漿
草
」
と
も
書
か
れ
ま
す
。
道
端

や
荒
れ
地
、
芝
生
等
に
生
え
る
多
年
草
で
す
。
黄
色

の
８
ミ
リ
程
の
小
さ
な
花
は
上
向
き
に
開
き
、
茎
は

地
面
に
這
い
つ
く
ば
る
よ
う
に
葉
を
広
げ
て
、
節
か

ら
根
を
出
し
草
丈
10
㌢
位
で
す
。
熟
し
た
実
は
触
る

と
、
パ
チ
ン
と
は
じ
け
て
た
く
さ
ん
の
種
を
は
じ
き

飛
ば
し
ま
す
。
他
に
は
、
ム
ラ
サ
キ
カ
タ
バ
ミ
も
あ

り
ま
す
。
従
来
の
黄
色
い
カ
タ
バ
ミ
よ
り
葉
は
ず
っ

と
大
き
い
帰
化
植
物
で
花
は
淡
虹
色
で
す
。

　

カ
タ
バ
ミ
の
葉
と
ク
ロ
ー
バ
ー
の
葉
は
よ
く
似
て

い
ま
す
が
、
両
方
と
も
茎
を
切
り
取
り
、
葉
を
手
の

ひ
ら
に
の
せ
て
見
比
べ
て
み
ま
し
た
。
じ
っ
く
り
観

察
す
る
と
、
ク
ロ
ー
バ
ー
の
葉
に
は
白
い
線
が
あ
り

ま
す
が
、
カ
タ
バ
ミ
の
葉
に
は
白
い
線
は
あ
り
ま
せ

ん
。
実
際
に
確
か
め
て
見
て
面
白
か
っ
た
で
す
。

　
　

か
た
ば
み
や
五
弁
の
黄
花
か
わ
い
く
て

�

写
真
・
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
菅
）
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